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１．本書の役割 

 

 本書は、App Bridgeの通知設定について説明するものです。 

 

  



 

- 2 - 

 

２．オーナレベルの通知設定 

 

 オーナレベルの通知設定を変更するには、＜メインメニュー/基本設定＞の[オーナ基本設定]をクリック

します。設定した内容は、オーナ全体に影響します。 

 

 

 

 

項目 内容 備考 

通知メッセージを有効にす

る 

本チェックを外すと、当該オーナの通知メ

ッセージが「確認状態：抑止」で作成され、

標準通知、電話通知が実施されなくなりま

す 

 

標準通知を行う 本チェックを外すと、当該オーナの標準通

知が実施されなくなります 

 

電話通知を行う 本チェックを外すと、当該オーナの電話通

知が実施されなくなります 

 

センタメッセージバージョ

ン 

センタが発生させるメッセージのバージ

ョンを指定します。 

 

本項目は下位互換のために準備されてい

ます。システムが発生させるメッセージを

Ver.1.12.0未満のバージョンから変更し

たくない場合に「下位互換」を選択して下

さい。 

「下位互換」を選択するとハー

トビートエラー回復の通知メッ

セージが通知されません。詳細

は、「App Bridge Monitor Agent

監視サービスエラー判定条件ガ

イド/ハートビートエラー回復

の通知メッセージを参照して下

さい。 

 

  



 

- 3 - 

 

３．ノードレベルの通知設定 

 

 ノードレベルの通知設定を変更するには、＜メインメニュー/基本設定/＞のノード基本設定をクリック

し、対象ノードを選択します。 

 

 
 

項目 内容 備考 

通知メッセージを有効にす

る 

本チェックを外すと、当該ノードの通知メッセー

ジが「確認状態：抑止」で作成されます。 

 

標準通知を行う 本チェックを外すと、当該ノードの標準通知が実

施されなくなります 

 

電話通知を行う 本チェックを外すと、当該ノードの通知が実施さ

れなくなります 
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４．標準通知先の登録 

 

 電子メール、Microsoft Teams、Slackへの通知、App Bridge Kickerとの連携を実施するためには、標

準通知先の登録が必要です。標準通知先の登録手順は、以下のとおりです。 

 

4.1 標準通知先の作成 

 

 通知先を設定するためには、＜メインメニュー/監視設定/ノード一覧＞の[標準通知先]をクリックしま

す。 

 

 

 

 新しい標準通知先を作成するには、表示された標準通知先一覧で、[追加]ボタンをクリックします。 
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 表示された画面で標準通知先コード、標準通知先名を入力し、[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

項目 内容 備考 

標準通知先コード 標準通知先を一意に示すコードを 1～50文字で指定

します。許可される文字は、英字、数字、_（アンダ

ースコア）です 

英小文字は英大文字に変

換されます 

標準通知先名 標準通知先名を 1～50文字で指定します。サロゲー

トペア文字指定できません 

 

有効にする この通知先を有効とする場合チェックします。無効

とした場合、通知対象にはなりません 

 

 

 空の標準通知先が作成されます。 
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4.2 ユーザ通知先の登録 

 

 ユーザ情報を使って、電子メールアドレスを登録することができます。この方法で電子メールアドレス

を登録すると、ユーザ情報の電子メールアドレス更新結果が標準通知先に反映されます。 

 

ユーザ情報の電子メールアドレスを登録する場合、＜メインメニュー/監視設定/ノード一覧/標準通知先

/標準通知先一覧/対象標準通知先選択/標準通知先詳細＞の[登録ユーザを通知先に追加]ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 表示された画面で、対象ユーザ（ユーザ CD/ユーザ名）と送信種別（To、CC、BCC）を選択し、[OK]ボタ

ンをクリックします。 
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 ユーザ通知先が登録されます。 

 

 

 

 登録した電子メールアドレスに電子メールが送信されるためには、通知先が対象となった時点で、以下

の条件を全て満たしている必要があります。 

 

⚫ オーナ基本設定の「標準通知を行う」が有効である 

⚫ ノード基本設定の「標準通知を行う」が有効である 

⚫ 標準通知先が有効である 

⚫ 対象のユーザ情報が有効である 

⚫ 対象ユーザ情報の「メッセージ通知電子メール受信」が有効である 
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4.3 オンデマンド通知先の登録 

 

 ユーザ情報を使用せず、通知する電子メールアドレス、WebHookアドレスを登録することができます。 

 

オンデマンドで通知先を登録する場合、＜メインメニュー/監視設定/ノード一覧/標準通知先/標準通知

先一覧/対象標準通知先選択/標準通知先詳細＞で、[指定アドレスを通知先に追加]ボタンをクリックしま

す。 
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 表示された画面で、通知先アドレス、種別を設定し、[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 通知先アドレスには、送信種別に応じて、以下のアドレスを設定して下さい。 

 

種別 通知先アドレス 備考 

To、CC、BCC 電子メールアドレス  

WebHook WebHook アドレス 詳細は次節の「WebHookアドレス」参照 
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 オンデマンド通知先が登録されます。 

 

 
 

 登録した電子メールアドレスに電子メールが送信されるためには、通知先が対象となった時点で、以下

の条件を全て満たしている必要があります。 

 

⚫ オーナ基本設定の「標準通知を行う」が有効である 

⚫ ノード基本設定の「標準通知を行う」が有効である 

⚫ 標準通知先が有効である 

⚫ 対象の通知先アドレスが有効である 
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4.4 WebHookアドレス 

 

 オンデマンド通知先の種別に「WebHook」を指定した場合、指定された通知先アドレスに従って通知先が

決定されます。 

 

4.4.1 App Bridge Kicker連携 

 

 通知メッセージが発生したとき、指定された App Bridge Kickerタスクインスタンスを生成します。 

 

 

 

（１）App Bridge Kicker連携対象 

 

 App Bridge Kicker連携の対象は、同一オーナのタスク定義に限ります。 

 

  

App Bridgeセンタ 

App Bridge Monitor 
Agent 

App Bridge Monitor App Bridge Kicker Web Hook 

任意の障害通知を 

Web Hook で連携 

App Bridge Kicker 
Agent 

Web Hookで指定

されたタスクを 

実行 
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（２）通知先アドレス 

 

 App Bridge Kicker連携では、以下の形式で起動するタスク定義を指定します。 

 

 

 

要素 指定内容 備考 

kicker 固定文字 kicker  

taskcd 起動するタスク定義のタスクコード  

nodes タスク定義に追加する実行ノード 

以下のフィールドを:で連結した文字列（※1） 

順位 内容 

1 ステップコード（※2） 

2 ノードコード 

ex: STEP1:NODE1,＃ALL:NODE2 

※3 

tags タスク定義に追加する実行タグ 

以下のフィールドを:で連結した文字列（※1）  

順位 内容 

1 ステップコード（※2） 

2 タグ 

ex: STEP1:TAG1,＃ALL:TAG2 

※4 

※1：複数項目を設定する場合、カンマ区切りの CSV形式で指定します 

※2：#ALLを指定したとき、全ステップに追加されます。ステップコードを省略したとき#ALLが仮定され

ます 

※3：nodesも tagsも指定しないとき、nodes直前のピリオド以降を省略できます（kicker.taskcd） 

※4：tagsを指定しないとき、tags直前のピリオドを省略できます（kicker.taskcd.nodes） 

nodesを指定せず、tagsを指定するときピリオドを連続して指定します（kicker.taskcd..tags） 

 

（３）代替文字列 %NodeCD% 

 

ノードコードには代替文字列 %NodeCD% が指定できます。代替文字列 %NodeCD% は、実行時に通知メッ

セージのノードコードに変換されます。この代替文字列は、エラーを発生させたサーバでタスクを実行さ

せたい場合に有効です。代替文字列 %NodeCD% をオーナレベルの通知メッセージに指定した場合、変換は

実施されず、WebHook処理がエラーとなります。 

 

（４）代替文字列 %ScalingTag% 

 

タグには代替文字列 %ScalingTag% が指定できます。代替文字列 %ScalingTag% は、実行時に通知メッ

セージを発生させたサーバのスケーリングタグ（※5）に変換されます。この代替文字列は、スケーリング

されているサーバの中から、エラーを発生させたサーバインスタンスでタスクを実行させたい場合に有効

です。代替文字列 %ScalingTag%は、スケーリングされたノードの Windows Agent、または Linux Agentか

ら出力された通知メッセージを対象とします。それ以外の通知メッセージに %ScalingTag% を指定した場

合、変換は実施されず、WebHook 処理がエラーとなります。 

 

※5：スケーリングタグについては、別紙 App Bridge Kicker概説を参照下さい 

 

  

kicker.taskcd.nodes.tags 
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（５）タスクインスタンス生成のループに関する注意 

 

App Bridge Monitorで生成されたタスクインスタンスが異常終了した場合、通知メッセージが作成され、

App Bridge Monitorで処理されます。この通知メッセージが同じタスクインスタンスを生成した場合、タ

スクインスタンスの生成と実行が無限に繰り返され、ループ状態となります。 

タスクインスタンス生成のループを避けるため、App Bridge Monitorから生成されるタスクインスタン

スを事前検証いただくともに、App Bridge Monitor通知振分け条件においてタスクインスタンス生成のル

ープを避けるよう条件を設定して下さい。 

タスクインスタンス生成のループが発生した場合、該当の App Bridge Monitor/Web Hookを無効とする

ことでループ状態を収束できます。本手順も事前に確認下さい。 
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4.4.2 Slack連携 

 

 通知メッセージが発生したとき、指定されたチャネルにメッセージを送信します。 

 

（１）Slackアプリケーション作成 

 

 Slack連携を実施するには、通知用の Slackアプリケーションが必要です。 

 Slackアプリケーション登録手順は、Slackサイト、または下記サイト（Qiita）を参照下さい。 

 

<https://qiita.com/kou_pg_0131/items/56dd81f2f4716ca292ef> 

 

（２）通知先アドレス 

 

 Slackへ通知する場合、以下の形式で通知先アドレスを指定します。 

 

 

 

 Slackの通知先アドレスは、以下の 3要素をピリオドで結合します。 

 

要素 指定内容 備考 

slack 固定文字 slack  

channel 通知先のチャネル  

token 通知用 Slack アプリケーションの OAuth Access Token 

または Bot User OAuth Access Token 

xoxp-または xoxb-で始まる

文字列 

 

 OAuth Access Tokenは以下の Slack画面から取得します。 

 

 

 

 OAuth Access Token（xoxp-XXXXX）を設定した場合は送信元がユーザとなり、Bot User OAuth Access Token

（xoxb-XXXX）を設定した場合は送信元がボットとなります。 

  

slack.channel.token 

https://qiita.com/kou_pg_0131/items/56dd81f2f4716ca292ef
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（３）通知イメージ 

 

 Slack連携で通知されるイメージは以下のとおりです。 
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4.4.3 Microsoft Teams連携 

 

 通知メッセージが発生したとき、Workflowsで作成したフローを経由し、指定されたチームにメッセー

ジを送信します。作成手順は、マイクロソフトの Web サイト Microsoft Teams のワークフローを使用し

て受信 Webhook を作成する - Microsoft サポート を参照して下さい。 

 

（１）フロー作成 

 

 Microsoft Teams連携を実施するには、Workflowsでフローを作成する必要があります。 

 

Workflowsのフロー作成手順の概要は以下のとおりです。 

 

 メニューバーから［•••］→［Workflows］を選択します。 

 

  

 

 表示された画面で、［新しいフロー］を選択します。 

 

 

 

  

https://support.microsoft.com/ja-jp/office/microsoft-teams-%E3%81%AE%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%95%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%82%92%E4%BD%BF%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E5%8F%97%E4%BF%A1-webhook-%E3%82%92%E4%BD%9C%E6%88%90%E3%81%99%E3%82%8B-8ae491c7-0394-4861-ba59-055e33f75498
https://support.microsoft.com/ja-jp/office/microsoft-teams-%E3%81%AE%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%83%95%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%82%92%E4%BD%BF%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E5%8F%97%E4%BF%A1-webhook-%E3%82%92%E4%BD%9C%E6%88%90%E3%81%99%E3%82%8B-8ae491c7-0394-4861-ba59-055e33f75498
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 表示された画面で、［最初から作成］を選択します。 

 

 
 

 表示された画面の検索欄で「webhook」で検索し、［Microsoft Teams Webhook］を選択します。 

 

 

 

 表示された画面で、［Teams Webhook要求を受信したとき］を選択します。 
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 表示された画面の「Who can trigger the flow?」を「Anyone」とし、［新しいステップ］を選択します。 

 

 

 

 表示された画面で、［Microsoft Teams］を選択します。 

 表示されていない場合は検索欄で「Microsoft Teams」を検索して下さい。 

 

 

 

 表示された画面のアクション欄から、［チャットやチャネルにカードを投稿する］を選択します。 
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 表示された画面で、必要事項を指定します。 

 

 

 

 

 

設定項目 設定内容 備考 

投稿者 フローボット  

投稿先 チャネル  

チーム 通知先のチーム 通知するチームを指定します 

チャネル 通知先のチャネル 指定したチームのチャネルを指定します 

アダプティブカード Adaptive Card アダプティブカード欄を選択すると、動的なコン

テンツが表示されますので、[Adaptive Card]を

選択します 
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 表示された画面で、［保存］を選択します。 

 

 

 

 保存されたら、[When a Teams webhook request is received]を選択します。 
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 表示された URLをクリップボードにコピーします。クリップボートにコピーした URLは、後述の通知先

アドレスで使用します。 

 

 

  

クリップボードに 

コピー 
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（２）通知先アドレス 

 

 Microsoft Teamsへ通知する場合、以下の形式で通知先アドレスを指定します。 

 

 

 

 Microsoft Teamsの通知先アドレスは、以下の要素をピリオドで結合します。 

 

要素 指定内容 備考 

teams 固定文字 teams  

url Workflowsのフローでクリップボードにコピーした URL  

 

 
 

（３）Workflowsの要求制限とメッセージの集約 

 

 Microsoft Teams の Workflows では、フローの要求制限が設定されており、制限に抵触すると API コー

ルは失敗し、通知連携が実施できなくなります。この制限を緩和するため、Microsoft Teamsへの WebHook

連携は以下のとおり実施されます。 

 

⚫ App Bridgeは、5秒以上の間隔で、オーナごとの Microsoft Teams連携要求をチェックし、その間に

発生した連携要求を 1つに集約して送信します 

⚫ 連携要求を集約した場合、件名のみが表示されます。集約件数が 10件を超えた場合、先頭 10件の件

名が表示されます。詳細は後述の「通知イメージ」を参照して下さい 

⚫ 連携要求を集約した件名には、App Bridgeサイト（当該通知メッセージ）へのハイパーリンクが設定

されます 

 

  

teams.url 

urlには https://<環境 ID>.environment.api.powerplatform.com:443/powerautomate/automations/ 

direct/workflows/ から始まるアドレスのみが登録できます。これ以外のアドレスに関してはサポー

トしておりませんので、ご了承下さい 
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（４）通知イメージ 

 

 Microsoft Teams連携で通知されるイメージは以下のとおりです。 

 

【1件の通知を検知した場合】 

 

 

【2～10件の通知を検知した場合】 

 
 

【11件以上の通知を検知した場合】 
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（５）チャネルの通知 

 

メッセージの着信を PCやスマートフォンで通知したい場合、通知先チャネルの通知先となるチャネルの

ナビゲーションバーから［•••］→［チャネルの通知］を選択し、設定して下さい。 

 

 

 

（６）Workflowsの差出人 

 

 Workflowsでは、差出人が「Workflows経由の[フローの作成者]」で表示されます。 

 

 

 

 そのため、[フローの作成者]に個人名を表示したくない場合、Mirosoft Entra ID にて、通知用のユー

ザーを作成し、そのユーザーで Workflowsのフローを作成することで、作成したユーザーの[表示名]が[フ

ローの作成者]に表示されるようになります。 
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（７）一時的にフロー実行が失敗するケース 

 

Microsoft Entra IDで以下の操作が行われた場合、Workflowsのフロー実行が失敗する可能性がありま

す。フロー実行が失敗した場合、Microsoft Power Automateからフロー作成者宛に失敗通知メールが送信

されますので、内容を確認し、必要に応じてフローを再実行するなどの対応を行って下さい。 

 

⚫ ユーザーまたは管理者による更新トークンの無効化 

⚫ 管理者による Microsoft365管理センターでのパスワードのリセット 

⚫ 条件付きアクセスポリシーや多要素認証の設定変更 

⚫ デバイス登録の解除など特定の認証情報の変更 

⚫ マイアカウントページでの[すべてサインアウトしてください]の実行 

⚫ 接続が長期間(90日以上)使用されていない 

⚫ 接続先サービス側の一時的な不具合 

 

（８）WebHookアドレスの無効化 

 

オンデマンド通知先に登録された WebHookアドレスに設定ミスなどで Teamsへの通知連携が失敗した場

合、自動的に WebHookアドレスが無効化され、利用者に通知されます。 
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５．電話通知先の登録 

 

 電話通知を実施するためには、電話通知先を登録する必要があります。電話通知先の登録手順は以下の

とおりです。 

 

5.1 ユーザ情報への電話番号登録 

 

 電話通知先に登録する電話番号は、ユーザ情報に登録する必要があります。 

 ユーザ情報の電話番号を登録するには、＜メインメニュー/ログインユーザ情報変更＞を使用します。

EnterpriseAdminロールでログインしている場合、＜メインメニュー/ユーザ管理＞から実施することも可

能です。 

 

 ログインユーザ情報詳細で、[電話番号登録]ボタンをクリックします。 
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 表示された画面で電話番号などを入力し、[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

項目 内容 備考 

電話番号 発信先の電話番号を指定します。現時点では国内の

電話番号のみが登録可能です 

 

呼び出し時間 当該電話番号を呼び出す時間を指定します。この時

間を越えても通話状態とならない場合、応答なしと

なります。登録電話番号に留守番電話機能が付与さ

れている場合、留守番電話状態となると、通話した

と見なされます。この状態を回避するため、留守番

電話機能が付与されている電話番号では、留守番電

話に切り替わるまでの秒数より小さな値（通常 15

秒以下）を指定して下さい 

 

確認待ちとして登録する チェックして登録した場合、確認待ちとなります。

当該機能は、EnterpriseAdminが電話番号を登録し

た際、ユーザ本人に電話番号を確認させたい場合を

想定しています。確認待ち状態では、電子メールに

よる確認、自動電話による確認を実施することが可

能です 

 

 

 確認依頼を実施するには、ユーザ詳細画面の電話番号の「確認電子メール送信」、「確認電話発信」の何

れかをクリックして下さい。 
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5.2 電話通知先の作成 

 

 電話通知先を設定するためには、＜メインメニュー/監視設定/ノード一覧＞の[電話通知先]をクリック

します。 

 

 

 

 新しい電話通知先を作成するには、表示された電話通知先一覧で、[追加]ボタンをクリックします。 
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 表示された画面で電話通知先コードなどを入力し、[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

項目 内容 備考 

電話通知先コード 電話通知先を一意に示すコードを 1～50文字で指定しま

す。許可される文字は、英字、数字、_（アンダースコア）

です 

英小文字は英大文

字に変換されます 

電話通知先名 電話通知先名を 1～50文字で指定します。サロゲートペア

は文字指定できません 

 

有効にする この電話通知先を有効とする場合チェックします。無効と

した場合、電話通知の対象にはなりません 

 

電話発信間隔（分） 電話発信間隔を 10分～60分の範囲で指定します。指定さ

れた期間に、電話発信確認範囲で示す電話通知先が通知対

象となっていれば、電話通知しません 

※1 

電話発信確認範囲 ⚫ Any 

電話発信間隔内に、何れかの電話通知先が通知対象と

なっていれば、電話通知しません 

⚫ Same ID 

電話発信間隔内に、同じ電話通知先が通知対象となっ

ていれば、電話通知しません 

※2 

電話発信リトライ回数 電話通知先に登録された電話番号が全て通話状態となら

なかった場合のリトライ回数を 0～10の範囲で指定しま

す。リトライ回数を消化しても、通話状態とならない場合、

App Bridgeセンタのセンタメッセージ（警告）が記録され

ます。当該エラー通知をトリガーとして、別の電話通知先

に発信することも可能です（※2） 

 

電話発信リトライ間隔

（分） 

電話発信リトライを実施する際の間隔を指定します。  

※1：詳細は、後述の注意事項/電話発信間隔を参照下さい 

※2：詳細は、後述の注意事項/未通話警告メッセージと再通知を参照下さい 
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 空の電話通知先が作成されます。 
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5.3 ユーザ情報での電話番号登録 

 

 ユーザ情報を使って、電話番号を登録します。ユーザ情報の電話番号を更新すると、電話通知先の電話

番号も変更されます。 

 

ユーザ情報の電話番号を登録する場合、＜メインメニュー/監視設定/ノード一覧/電話通知先/電話通知

先一覧/対象電話通知選択/電話通知先詳細＞で該当のコードをクリックし、 [登録ユーザから通知先を追

加]ボタンをクリックします。 

 

  

 

 表示された画面で、ユーザ（ユーザ CD/ユーザ名）のプルダウンメニューから対象ユーザを選択し、[OK]

ボタンをクリックします。発信順序番号の昇順に自動電話発信されます。1つの電話通知先に登録できる

件数は最大 20件です。 
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 電話番号が登録されます。 

 

  

 

 登録した電話番号に自動電話発信されるためには、電話通知先が対象となった時点で、以下の条件を全

て満たしている必要があります。 

 

⚫ オーナ基本設定の「電話通知を行う」が有効である 

⚫ ノード基本設定の「電話通知を行う」が有効である 

⚫ 電話通知先が有効である 

⚫ 対象のユーザ情報が有効である 

⚫ 対象ユーザ情報の電話番号ステータスが「登録完了」である 
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5.4 注意事項 

 

5.4.1 自動発信電話番号 

 

 以下の電話番号から自動発信します。当該電話番号は、発信専用です。 

 

 

 

5.4.2 着信拒否 

 

着信拒否系には、統一規格が存在せず、キャリア、機種によって、発生する制御信号が異なります。こ

のため、着信拒否系の操作を実施した場合、様々な挙動が発生し、結果を保証できません。自動電話発信

先として登録される場合、着信拒否操作を実施しないようお願いします。 

 

5.4.3 存在しない電話番号 

 

存在しない電話番号に発信した場合、キャリアなどによって、発生する制御信号が異なります。このた

め、電話発信結果が発信失敗となった場合、電話番号の再確認をお願い致します。 

 

5.4.4 電話発信間隔 

 

 電話発信間隔は、短時間に多数の電話発信を発生させないための機能です。電話発信時に、電話発信イ

ンシデントを以下の条件で検索します。 

 

電話発信確認範囲 検索範囲 

Any 全ての電話発信インシデントを検索します 

Same ID 同じ通知先を持つ電話発信インシデントのみを検索します 

 

上記検索範囲に下記条件の何れかに該当する電話発信インシデントが存在する場合、電話発信が抑止さ

れます。 

 

⚫ ステータスが「処理中」 

⚫ ステータスが「正常終了」であり、終了日時からの経過時間が電話発信間隔（分）を越えていない 

 

 上記以外のステータス（失敗、キャンセルなど）を持つ電話インシデントは上記判断に影響しない点に

ご注意下さい。 

 

  

App Bridge発信専用電話番号 

050-3188-6605 
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5.4.5 未通話警告メッセージと再通知 

 

（１）電話インシデント未通話メッセージ 

 

 電話通知先に登録された電話番号が全て通話状態とならなかった場合、指定回数に従ってリトライを実

施します。リトライ回数を消化しても、通話状態が確認できなかった場合、下記メッセージが通知メッセ

ージとして記録されます。 

 

項目 内容 備考 

メッセージ種別 警告メッセージ  

通知コード 9901-100-C  

件名 【電話発信インシデント未通話】 9901-100-C %OwnerCD%  

本文 電話発信インシデントが通話状態とならないまま終了しました 

元メッセージ情報は以下のとおりです 

 

発生日時：%BaseTime% 

通知コード：%BaseMessageCD% 

件名：%BaseSubject% 

 

 

代替文字列 内容 備考 

%OwnerCD% オーナコード  

%BaseTime% 元通知メッセージの発生日時  

%BaseMessageCD% 元通知メッセージの通知コード  

%BaseSubject% 元通知メッセージの件名  

 

（２）未通話メッセージをトリガーとした再通知 

 

 通知振分条件を設定することで、記録された電話インシデント未通話メッセージをトリガーとして、任

意の電話通知先、標準通知先へ再通知することができます。 

 

 設定方法の詳細は、後述の「電話通知で誰も出ないとき、別の電話通知先に再通知する」を参照して下

さい。 

 

5.4.6 留守番電話対応 

 

登録電話番号に留守番電話機能が付与されている場合、留守番電話状態となると、通話したと見なされ、

次の電話番号呼び出しが実施されません。 

この状態を回避するため、留守番電話機能が付与されている電話番号では、ユーザ情報に電話番号を登

録する際、呼び出し時間を留守番電話に切り替わるまでの秒数より小さな値（通常 15秒以下）を指定して

下さい。 
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６．通知振分条件 

 

 通知振分条件は、発生した通知メッセージの通知先を決定する設定です。通知振分条件は、順序番号順

に評価され、指定された電子メール送信、電話自動発信を実施します。 

 

 通知振分条件を設定するためには、＜メインメニュー/通知設定＞の[通知振分条件]をクリックします。 

 新しい通知振分条件を追加するためには、[追加]ボタンをクリックします。 

 

  

 

 

 

  



 

- 36 - 

 

 表示された画面で、通知振分条件を指定します。通知メッセージが指定した全ての条件に該当したとき、

指定された標準通知先、電話通知先への通知を実施します。 

通知振分条件は、順序番号順に評価されます。通知メッセージが通知振分条件に該当し、「後続振分条件

の評価」がチェックされている場合、後続の通知振分条件が評価されます。これにより、1つの通知メッ

セージを複数の通知先に通知することができます。 

何れの通知振分条件にも該当しない場合、電子メール送信、自動電話発信は実施されません。 
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項目 内容 

順序番号 通知振分条件の評価順を 1～2147483647で指定します。通知振分条件は順序番号昇順で

評価されます。 

通知振分条件

コード 

通知振分条件を一意に示すコードを 1～50文字で指定します。許可される文字は、英字、

数字、_（アンダースコア）です。英小文字は英大文字に変換されます 

通知振分条件

名 

通知振分条件名を 1～50文字で指定します。サロゲートペア文字は指定できません 

有効にする チェックされないとき、常に非該当となります 

利用開始日時 利用日時＞現在時刻のとき、非該当となります 

利用終了日時 「設定する」がチェックされ、現在時刻＞終了日時のとき、非該当となります 

後続振分条件

の評価 

チェックしている場合、通知メッセージが本通知振分条件に該当しても、後続の通知振

分条件が評価されます。これにより、1つの通知メッセージを複数の通知先に通知する

ことができます。 

ノード CDを比

較する正規表

現 

「設定する」がチェックされ、通知メッセージのノード CDが指定された正規表現に該当

しないとき非該当となります 

ノードタグ 「設定する」がチェックされ、通知メッセージのノードが指定されたノードタグに該当

しないとき非該当となります 

メッセージの

種類と発生理

由 

① 「設定する」がチェックされ、「発生理由を指定する」が選択された場合、通知メッ

セージの発生理由、メッセージ種類（Information、Warning、Error）が一致しない

とき、非該当となります 

発生理由 内容 

すべて 全てのメッセージ 

エラー発生検知 ステータスが Error以外→Errorに変化 

エラー回復検知 ステータスが Error→Good、Error→Warningに変化 

警告発生検知 ステータスが Good→Warning、Unknown→Warningに変化 

警告回復検知 ステータスが Warning→Goodに変化 

メッセージ受信 メッセージ送信コマンド、REST APIからのメッセージ受信。

ユーザメッセージ監視サービスガイドを参照して下さい 

センタメッセー

ジ 

App Bridgeセンタからのメッセージ受信 

② 「設定する」がチェックされ、「すべてのエラーメッセージとエラー回復」が選択さ

れた場合、以下の何れにも該当しないとき、非該当となります 

⚫ 発生理由が「エラー発生検知」である 

⚫ 発生理由が「エラー回復検知」である 

⚫ 発生理由が「メッセージ受信」でメッセージ種類が Error である 

⚫ 発生理由が「センタメッセージ」でメッセージ種類が Errorである 

通知コードを

比較する正規

表現 

「設定する」がチェックされ、通知メッセージの通知コードが指定された正規表現に該

当しないとき、非該当となります。通知コードの詳細は、通知メッセージガイドを参照

して下さい 

件名を比較す

る正規表現 

「設定する」がチェックされ、通知メッセージの件名が指定された正規表現に該当しな

いとき、非該当となります 

本文を比較す

る正規表現 

「設定する」がチェックされ、通知メッセージの本文が指定された正規表現に該当しな

いとき非該当となります。スリム化は複数行データのマッチングを容易とするものです。

「確認前にデータをスリム化する」が指定された場合、比較対象の文字列に対し、以下

の編集を実施し、編集後の文字列を指定された正規表現で審査します。 

① 改行をタブに変更します 

② 空白を除去します 

③ 文頭、文末のタブを除去します 
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指定日 「設定する」がチェックされ、App Bridgeセンタの現在時刻が指定された月日に該当し

ない場合、非該当となります。月日は MM/DD形式で指定します。カンマで区切ることで、

最大 100の月日が指定できます 

休日属性 ① 「設定する」がチェックされ、「休日」が選択された場合、App Bridge センタの現

在時刻が指定されたカレンダの営業日であった場合、非該当となります 

② 「設定する」がチェックされ、「営業日」が選択された場合、App Bridgeセンタの

現在時刻が指定されたカレンダの休日であった場合、非該当となります 

指定されたカレンダの対象年が設定されていない場合、全ての日が営業日として処理さ

れます 

曜日指定 「設定する」がチェックされ、App Bridgeセンタの現在時刻が指定された曜日、週目に

該当しない場合、非該当となります。週目は、週の始まりを日曜としてカウントします。

例えば、当該月の 1日が土曜の場合、第一週に該当するのは 1日のみとなります 

指定時刻 「設定する」がチェックされ、App Bridgeセンタの現在時刻が指定された範囲にない場

合、非該当となります。時刻の入力形式は、HH:MMであり、00:00～47:59の範囲が指定

可能です。開始時刻≦終了時刻であり、開始時刻と終了時刻の差を 24時間未満とする必

要があります。例えば、発生時刻を 23:00～25:00とした場合、23:00～AM1:00を指定し

たことになります 

標準通知先 送信対象とする標準通知先を指定します 

電話通知先 自動発信対象とする電話通知先を指定します 
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７．通知メッセージの抑止 

 

7.1 通知抑止条件 

 

 抑止条件は、発生した通知メッセージを抑止したい場合の設定です。抑止された通知メッセージは、「確

認状態：抑止」の通知メッセージとして記録され、後述の通知振分の対象とはならず、標準通知、電話通

知は実施されません。 

 

 通知抑止を設定するためには、＜メインメニュー/監視設定＞の[抑止条件]をクリックします。 

 

 
 

 新しい抑止条件を追加するためには、[追加]ボタンをクリックします。 
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 表示された画面で、抑止条件を指定します。通知メッセージが設定した全ての条件に該当したとき、通

知メッセージは、「確認状態：抑止」の通知メッセージとして記録され、後述の通知振分の対象とはならず、

電子メール送信、自動電話発信は実施されません。 
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項目 内容 

抑止条件コー

ド 

抑止条件を一意に示すコードを 1～50 文字で指定します。許可される文字は、英字、数

字、_（アンダースコア）です。英小文字は英大文字に変換されます 

抑止条件名 抑止条件名を 1～50文字で指定します。サロゲートペア文字は指定できません 

有効にする チェックされないとき、常に非該当となります 

利用開始日時 利用日時＞現在時刻のとき、非該当となります 

利用終了日時 「設定する」がチェックされ、現在時刻＞終了日時のとき、非該当となります 

ノード CDを比

較する正規表

現 

「設定する」がチェックされ、通知メッセージのノード CDが指定された正規表現に該当

しないとき非該当となります 

ノードタグ 「設定する」がチェックされ、通知メッセージのノードが指定されたノードタグに該当

しないとき非該当となります 

メッセージの

種類と発生理

由 

① 「設定する」がチェックされ、「発生理由を指定する」が選択された場合、通知メッ

セージの発生理由、メッセージ種類（Information、Warning、Error）が一致しない

とき、非該当となります 

発生理由 内容 

すべて 全てのメッセージ 

エラー発生検知 ステータスが Error以外→Errorに変化 

エラー回復検知 ステータスが Error→Good、Error→Warningに変化 

警告発生検知 ステータスが Good→Warning、Unknown→Warningに変化 

警告回復検知 ステータスが Warning→Goodに変化 

メッセージ受信 メッセージ送信コマンド、REST APIからのメッセージ受信。

ユーザメッセージ監視サービスガイドを参照して下さい 

センタメッセー

ジ 

App Bridgeセンタからのメッセージ受信 

② 「設定する」がチェックされ、「すべてのエラーメッセージとエラー回復」が選択さ

れた場合、以下の何れにも該当しないとき、非該当となります 

⚫ 発生理由が「エラー発生検知」である 

⚫ 発生理由が「エラー回復検知」である 

⚫ 発生理由が「メッセージ受信」でメッセージ種類が Error である 

⚫ 発生理由が「センタメッセージ」でメッセージ種類が Errorである 

通知コードを

比較する正規

表現 

「設定する」がチェックされ、通知メッセージの通知コードが指定された正規表現に該

当しないとき、非該当となります。通知コードの詳細は、通知メッセージガイドを参照

して下さい 

件名を比較す

る正規表現 

「設定する」がチェックされ、通知メッセージの件名が指定された正規表現に該当しな

いとき、非該当となります 

本文を比較す

る正規表現 

「設定する」がチェックされ、通知メッセージの本文が指定された正規表現に該当しな

いとき非該当となります。スリム化は複数行データのマッチングを容易とするものです。

「確認前にデータをスリム化する」が指定された場合、比較対象の文字列に対し、以下

の編集を実施し、編集後の文字列を指定された正規表現で審査します。 

① 改行をタブに変更します 

② 空白を除去します 

③ 文頭、文末のタブを除去します 

発生日 「設定する」がチェックされ、通知メッセージの発生日時が指定された月日に該当しな

い場合、非該当となります。月日は MM/DD 形式で指定します。カンマで区切ることで、

最大 100の月日が指定できます 

発生日の休日

属性 

① 「設定する」がチェックされ、「休日」が選択された場合、通知メッセージの発生日

が指定されたカレンダの営業日であった場合、非該当となります 

② 「設定する」がチェックされ、「営業日」が選択された場合、通知メッセージの発生

日が指定されたカレンダの休日であった場合、非該当となります 
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指定されたカレンダの対象年が設定されていない場合、全ての日が営業日として処理さ

れます 

発生日の曜日 「設定する」がチェックされ、通知メッセージの発生日が指定された曜日、週目に該当

しない場合、非該当となります。週目は、週の始まりを日曜としてカウントします。例

えば、当該月の 1日が土曜の場合、第一週に該当するのは 1日のみとなります 

発生時刻 「設定する」がチェックされ、通知メッセージの発生時刻が指定された範囲にない場合、

非該当となります。時刻の入力形式は、HH:MMであり、00:00～47:59 の範囲が指定可能

です。開始時刻≦終了時刻であり、開始時刻と終了時刻の差を 24 時間未満とする必要が

あります。例えば、発生時刻を 23:00～25:00とした場合、23:00～AM1:00を指定したこ

とになります 

通知メッセー

ジを作成する 

チェックが外された通知抑止条件に該当した場合、通知メッセージを記録しません。こ

れにより、当該通知メッセージは次節の「通知メッセージの書き込み抑止」の対象外と

なります。発生した通知メッセージが複数の通知抑止条件に該当した場合、何れか 1つ

でもチェックが外された通知抑止条件に該当すれば、通知メッセージは記録されません 
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7.2 通知メッセージの書き込み抑止 

 

 センタの負荷を軽減し、電子メール等の大量送信を回避するため、以下の条件で通知メッセージの書き

込みを抑止します。書き込み抑止された通知メッセージは、センタに記録されず、通知されません。 

 

（１）書き込み抑止条件 

 

通知メッセージの種類 書き込み抑止条件 

イベントログ 同一サーバインスタンスの同一イベント（※1）を持つ通知メッセージの書き込

み件数を発生日時（分）内 10メッセージに抑止します 

テキストログ 同一サーバインスタンスの同一ファイルパス（※2）を持つ通知メッセージの書

き込み件数を発生日時（分）内 10メッセージに抑止します 

ユーザメッセージ（※3） 

オーナレベル 

同一メッセージ種類（※4）、同一通知コードを持つ通知メッセージの書き込み

件数を発生日時（分）内 10メッセージに抑止します 

ユーザメッセージ（※3） 

ノードレベル 

同一サーバインスタンス、同一メッセージ種類（※4）、同一通知コードを持つ

通知メッセージの書き込み件数を発生日時（分）内 10メッセージに抑止します 

 

※1：同じイベントログ（システム、アプリケーションなど）の同一ソース、同一イベント ID を同一イベ

ントとします 

※2：テキストログファイルごとに抑止判定されます 

※3：メッセージ送信コマンドで作成された通知メッセージです。詳細は、以下のマニュアルを参照下さい 

・ App Bridge Monitorユーザメッセージ監視サービスガイド 

・ App Bridgeメッセージガイド/ユーザメッセージ監視の通知メッセージ 

※4：ユーザメッセージには、エラーメッセージ、警告メッセージ、情報メッセージの 3種類があります 

 

（２）抑止発生通知 

 

 通知メッセージの書き込み抑止が発生した場合、抑止発生の通知メッセージを発生させます。当該通知

メッセージは、他の通知メッセージと同様に処理され、通知されます。 

生成される通知メッセージの詳細は、マニュアル「App Bridge通知メッセージガイド/センタ発信の通

知メッセージ」を参照下さい。 
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８．通知のヒント 

 

8.1 初期状態 

 

初期状態の通知振分条件は、標準的な通知条件が発生したとき、EnterpriseAdminに電子メール送信さ

れるよう設定されます。 

 

8.1.1 初期状態の通知振分条件 

 

初期状態では、通知振分条件コード_DEFAULTが以下の設定で作成されています。 

 

項目 内容 

順序番号 9999 

通知振分条件コード _DEFAULT 

通知振分条件名 Default Notification Route 

後続振分条件の評価 本条件に該当したとき、後続の振分条件を評価しない 

メッセージの種類と発生理由 すべてのエラーメッセージとエラー回復 

標準通知先 _DEFAULT 

電話通知先 選択しない 

 

8.1.2 初期状態の標準通知先 

 

初期状態では、標準通知先_DEFAULTが登録されています。標準通知先_DEFAULT には EnterpriseAdmin

として登録いただいた電子メールアドレスをオンデマンド通知先（種別：To）として設定しています。 

 

8.2 通知先に電子メールアドレスを追加する 

 

 初期状態から通知先の電子メールアドレスを追加するためには、標準通知先_DEFAULTに電子メールアド

レスを追加して下さい。ユーザとして登録する方の電子メールアドレスであれば、ユーザ情報から電子メ

ールアドレスを追加します。メーリングリストなど、ユーザとは直接関係ない電子メールアドレスであれ

ば、オンデマンド通知先として登録します。 

 

8.3 自動電話通知を利用する 

 

 初期状態では、電話通知先は登録されていません。自動電話通知を利用する場合、電話通知先を作成し、

通知振分条件に設定して下さい。初期状態では、作成した電話通知先コードを通知振分条件コード_DEFAULT

に設定すると全ての通知で自動電話通知が実施されます。 

 

項目 内容 

順序番号 9999 

通知振分条件コード _DEFAULT 

通知振分条件名 Default Notification Route 

後続振分条件の評価 チェックしない 

メッセージの種類と発生理由 全てのエラーメッセージとエラー回復 

標準通知先 _DEFAULT 

電話通知先 追加した電話通知先 
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8.4 エラー回復通知は自動電話通知しない 

 

 通知振分条件コード_DEFAULTに電話通知先コードを設定すると、エラー回復メッセージが発生したとき

も電話発信されます。 

 

エラー回復メッセージでは電話発信を実施しない場合、＜メインメニュー/監視設定/通知振分条件＞で

以下の通知振分条件を追加します。この通知振分条件により、エラー回復メッセージは電子メール送信の

み実施され、後続の振分条件は評価されないため、自動電話発信は実施されません。 

 

項目 内容 

順序番号 通知振分条件コード_DEFAULTより小さな値を指定する 

後続振分条件の評価 チェックしない 

メッセージの種類と発生理由 「発生理由を指定する」「エラー回復検知」を選択する 

標準通知先 標準通知先_DEFAULT 

電話通知先 選択しない 

 

8.5 電話通知で誰も出ないとき、別の電話通知先に再通知する 

 

 自動電話発信でリトライを全て消化しても、誰も電話に出ないとき、＜メインメニュー/監視設定/通知

振分条件＞で以下の通知振分条件を追加することで、別の通知先に再通知できます。 

 

項目 内容 

順序番号 通知振分条件コード_DEFAULTより小さな値を指定する 

後続振分条件の評価 チェックしない 

メッセージの種類と発生理由 「発生理由を指定する」「センタメッセージ」を選択し、「Warning」を

チェックする 

通知コードを比較する正規表現 ^9901-100-C$ 

本文の大小文字を無視する：チェックしない 

本文を比較する正規表現 ^(?!.*9901-100-C).+$ 

本文の大小文字を無視する：チェックしない 

確認前にデータをスリム化する：チェックする 

※ 

元となった通知メッセージが「電話インシデント未通話メッセージでな

いこと」を確認する正規表現です。当該正規表現を設定しない場合、通

話状態を確認できるまで、再通知が再帰的に繰り返されます 

標準通知先 任意の標準通知先を選択する 

電話通知先 任意の電話通知先を選択する 

 

この設定は電話インシデント未通話メッセージを利用するものです。電話インシデント未通話メッセー

ジについては、前述の「未通話警告メッセージと再通知」を参照して下さい。 
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8.6 営業日の勤務時間内は通知先を変更する 

 

 営業日の勤務時間内に発生したメッセージの通知先を変更する場合、まず＜メインメニュー/カレンダ管

理＞でカレンダを登録し、＜メインメニュー/監視設定/通知振分条件＞で以下の通知振分条件を作成しま

す。この例では、勤務時間の始業を 9:00、終業を 17:30としています。 

 

項目 内容 

順序番号 通知振分条件コード_DEFAULTより小さな値を指定する 

後続振分条件の評価 チェックしない 

メッセージの種類と発生理由 全てのエラーメッセージとエラー回復 

休日属性 登録したカレンダを指定し、「営業日」を選択する 

指定時刻 開始時刻に 09:00、終了時刻に 17:30を指定する 

標準通知先 任意の標準通知先を選択する 

電話通知先 任意の電話通知先を選択する 

 

8.7 特定のエラーをほかの人にも通知する 

 

 特定のエラー通知メッセージが発生したとき、通常の通知先に加え、別の通知先に通知する場合、＜メ

インメニュー/監視設定/通知振分条件＞で以下の通知振分条件を作成します。この例では、ノード CDが

SERVER1 または SERVER2のテキストログ監視で、ログに「ERROR:1000」の文字列が記載された場合に別の

通知先に通知します。この例では、後続振分条件の評価をチェックしているため、後続の通知振分条件コ

ード_DEFAULTの通知先にも通知されます。 

 

項目 内容 

順序番号 通知振分条件コード_DEFAULTより小さな値を指定する 

後続振分条件の評価 チェックする 

ノード CDを比較する正規表現 ^SERVER(1|2)$ 

メッセージの種類と発生理由 「設定する」をチェックしない 

通知コードを比較する正規表現 ^0100-010-A$ 

本文を比較する正規表現 ERROR:1000 

本文の大小文字を無視する：チェックする 

確認前にデータをスリム化する：チェックする 

標準通知先 任意の標準通知先を選択する 

電話通知先 任意の電話通知先を選択する 
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8.8 特定の時間帯は通知しない 

 

8.8.1 特定時間帯の通知を抑止する 

 

 特定の時間帯に標準通知、自動電話発信を実施したくない場合、＜メインメニュー/監視設定/抑止条件

＞以下の抑止条件を追加します。この例では、日曜の 23:00から翌月曜の 1:00までに発生した全ての通知

を抑止しています。 

 

項目 内容 

メッセージの種類と発生理由 「設定する」をチェックしない 

発生日の曜日 日曜を選択し、全ての週目をチェックする 

発生時刻 開始時刻に 23:00、終了時刻に 25:00を指定する 

 

8.8.2 回復していないエラーを通知する 

 

 特定時間帯が終了したとき、回復していないエラーがあれば、通知させることができます。 

 

 この通知を実施するには、App Bridge Monitorが提供する ShowStatusコマンド、SendErrorAPIコマン

ドを特定時間帯が終了した時点で実行します。 

 

下記例では、ShowStatusコマンドでノード SERVER1のステータスを標準出力に出力し、Findでエラー

のステータスを持つ行に絞り込み、SendErrorAPIコマンドの標準入力に引き継いでいます。 

SendErrorAPIコマンドは、標準入力の内容が空値のとき、メッセージを送信しないため、ノード SERVER1

でエラーが発生している場合のみ通知が発生します。 

 

 
 

 ShowStatusコマンド、SendErrorAPIコマンドは、REST APIを使用しており、インターネットへの HTTPS

接続が可能な任意の Windows 上で動作します。 

 

 ShowStatusコマンド、SendErrorAPI コマンドのインストール方法、使用方法については、以下のマニュ

アルをご参照下さい。 

 

⚫ App Bridge Tools 連携ツールガイド 

 

  

@echo off 
ShowStatus –n SERVER1 | Find “[Error]” | SendErrorAPI 
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９．通知メッセージのカスタマイズ 

 

 App Bridgeでは、通知メッセージの件名、本文を、通知コードごとにカスタマイズすることができます。 

 

 詳細は、以下のマニュアルをご参照下さい。 

 

⚫ App Bridge 通知メッセージガイド 
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